
平成２５年度 第１回本別町子ども・子育て会議 

【議事概要】 

 

               日 時：平成２５年１２月１８日（水） 

                   午後７時～ 

場 所：中央公民館第１会議室 

     

出席者：委員 13 名、髙橋町長、事務局 9 名 計 24 名 

顛 末：下記のとおり 

 

１．開 会 午後 7 時 

 

２．委嘱状交付 

   髙橋町長から各委員に委嘱状を交付 

 

３．挨 拶 髙橋町長 

   忙しい時間にお集まりいただきありがとうございます。本別町の出生率は、昔に比べると１０分の１

にも満たない。また、核家族化の進行により子育てが大変になっている。子育てをしやすい町づくり

の柱として、近いうちに子ども未来センター（仮称）をつくりたい。皆さんの意見やアドバイスをい

ただきながら進めていきたいのでよろしくお願いします。 

 

４．委員紹介 

 

５．事務局紹介  

 

６．本別町子ども・子育て会議の概要説明 

  本町の子ども・子育て支援に関する施策に関し、計画・実行・評価・見直しに一貫して関与していただ

きたい。 

 

７．議 事 

 （１）会長及び副会長の選出について 

   選考委員（井出委員、渡辺委員、山田委員、岩渕委員）の選考により、岩渕選考委員長より報告。 

    会長 （ 田西昭子委員 ）  副会長 （ 田口小百合委員 ）  

 （２）子ども・子育て支援新制度の概要について 

   子ども・子育て支援新制度の概要について事務局より説明。 



質疑・意見（○：委員、⇒事務局。以下同じ。） 

〇管内に認定こども園はあるのか？評判は？ 

⇒士幌か、上士幌にある。評判は聞いていない。 

〇新制度について、町としての方向性は？それによって、幼稚園の方向性も変わってくる。 

⇒ニーズ調査をもとにこれから考えていく。 

〇町の方針が定まらないと、会議も難しいのでは。 

〇会議を年間何回行うか、どういったスケジュールで進めるのか。土台作りは事務局で行い、会

議は諮問機関的なものになるのか、それとも座談会的に意見を吸収するものか。 

⇒平成２６年度中には事業計画案をとりまとめ提出するので、４～５回の会議は必要になると考

えている。到着地点は何も決まっていないので、皆さんの幅広い意見をいただきたい。 

〇学童は、保護者の協議会で運営しており、現状としては先生の担い手もおらず、支払える賃金

も限られているため厳しい運営状況となっている。新制度に乗ることでメリットがあるなら情

報提供をお願いしたい。 

 

 （３）子ども・子育て支援事業計画の策定について 

   子ども・子育て支援事業計画の策定について事務局より説明。 

 

 （４）ニーズ調査について 

   １１月６日～１８日に実施済み 

回収状況 

対 象 配付票数 回収票数 回収率（％） 

就学前児童の保護者 ２４４ １７６ ７２．１３ 

小学生の保護者 ３３８ ２０３ ６０．０６ 

中学生 １８０ １４３ ７９．４４ 

合 計 ７６２ ５２２ ６８．５０ 

〇アンケートに子ども未来センター（仮称）について載せているが、決定事項なのか？ 

⇒アンケートの内容は、すべて少子化対策推進協議会で検討したもの。子ども未来センター（仮

称）についてはまだ何も決まっていないが、「できるとしたら」の意見をいただいた。 

 

８．閉 会  


